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3.民生 － 2.児童 － 1.児童

　庁内に設置している少子化対策プロジェクトチームで本年度中に一定のとりまとめをするために、チームに

おいても、先進地からの講師を招いた検討会や、研修にも出向き総合的な子育て支援制度確立に向けた検討を

行う。

子育て施策の先進地（大阪府枚方市）への視察研修の

実施　報償費、職員費用弁償36,360円

子育て施策の先進地（大阪府枚方市）への視察研修の

実施（子育てＮＰＯ法人の視察、病児・病後児保育施

設の視察、児童相談システムの視察）少子化対策プロ

ジェクト委員7名参加
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平成22年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 283

①施策で目指す目標との関連付け

少子高齢化が南丹市でも進み、子育て支援の重要性が強調される中、今日までの施策の検証・評価と、平成

２２年度以降の南丹市における子育て支援、少子化対策を進める福祉施策の重要な柱として、本年度におい

て次世代育成支援後期行動計画の策定を行っている。

②事業を実施する必要性

南丹市における子育て支援、少子化対策を進める福祉施策の重要な柱と位置づけている。

決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

36
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0
0
0
0

36
0.20

1,632
1,669

平18決算 平19決算 平20決算 平21決算 平22予算 平23計画 平24計画

－

－

－

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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本年度、少子化対策プロジェクトチームを立ち上げ、先進地視察研修にも出向き研修を深めた。今後総合的な

子育て支援制度確立に向けた検討を行う必要がある。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成21年度の所属長評価
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